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論文要旨 (1) 
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【 目 的】 骨粗骸症を予防するための 1 つの

戦略と して、 若年期の最大骨量の最大化があ

げられる。 そのため小児の骨の評価が重要視

されている。 般的に成人の骨密度の評価に
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は―重エネルギ X 線吸収法 (D  X A 法） が

使用 されるが、 小児では定量的超音波 (Q  u 

( 口が有用 と考え られている。 Q u S 法の

利点 と して放射線の被曝がな ＜ ヽ D X A 法 と

較べ安価で、 持ち運びが可能である ヽ と があヽ

げられる。 Q u S 法の骨評価のパラ メ 夕

には、 広域超音波減衰率 (B  U A)  と超音波

速度 (V  0 s)  の 2 つがあ り ヽ Q u s パラ メ

夕 は、． 骨密度以外に骨の質を評価する可

（． 能性が論じ られている。 今回、 私たちは小学

生を対象に、 Q u S 法によ る骨量の評価を行

Vヽ 運動能力の違いが Q u s ノ、0 フ- メ 夕 に

影響を及ぼすかについて検討した。

【対象および方法】 対象は沖縄県内の小学

生 693人で、 男子 343人、 女子 350人であった。 Q 

u S 法によ る骨量の評価は McCUE社製、 CUBA 



論文要旨 (2) 

Paediatric Research を用 し＼ ヽ 右踵骨 を測定 し た Ia 

• • ・い』今・-・・・・ .....,_. ..,● ャ・ • ---• -•- ・ --..........、．．......... ，・・^＇ .. 一，．＂＇●●●●・・・-・・・ ..., --・・-・-・・ -・・- •一●●言一一

体 的 因 子 と し て 身長 ヽ 体重、 足長、 踵 の
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を 測定 し た。 ま た 文部省基準新体力 テ ス 卜

ムロ ／イ守日 占ヽiヽヽ を fitnessscoreと し て使用 し ヽ 運動能力
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標 と し た。 身体学的 因 や fitnessscoreと QUS 

ラ メ 夕 と の相 関係数の検 線形回

（＂ 分析 お よ び Q u s ノく ラ メ 夕 を従 数

た 回 分析 を 行 し‘ 動能力 の効 を

別 に検討 し た。
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【 結果 】 Q u s ノく ラ メ 夕 は 女子 の V 

s と 踵 の幅 を 除 き ヽ
ヵ田 女で年齢 ヽ 身休 的

子 で あ る 身長 ヽ 体 足長 ヽ 踵 の幅、 お よ

び fitnessscoreと 相 関 関係 を認 めた。 ヵ田 子 に
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s と fitnessscoreと の相 関係数
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れ 0.588 と 0.430 で ヽ 女子 では 0.575 と 0.261 で あ

た
゜
重回帰モデ ］レ にお いて

‘ 
fitness scoreは ヵ田

も Q u s ノ< ラ メ ~ 

夕
． の 予測因子 の 1 
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【 考察 ） ゞ-• れま で の報告で は、 小児 にヽ
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Q u s ノ‘゚ ラ メ ~ ターは身体学的 因子 と
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論工要旨 (3) 

関関係が検討 さ れる
.... 
と が多 ＜ 運動能力 とヽ

Q u s パラ メ 夕 と の関係を報告 している

諭文はなかった。 今回の研究で運動能力の指

標 と しての fitnessscoreと Q u s パラ メ ータ ーの関
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係 が明 らかになった。 加えて Q u sパラ メ

夕 は骨密度 と 共に 部に質的要素を加味 し

し，、c― る 可能性がある ゞ-• と か ら 運動能力の向‘一

――.  

上は小児の骨密度や骨の質に対して有効であ

る
｀ 
と が示唆 された。‘一
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（論文審査結果の要旨）

上記の論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義、学術的水

準につき慎重かつ公正に検討し、以下の審査結果を得た。

-
(
 

1.研究の背景と目的

骨粗螺症はその有病率の増加と骨粗慧症関連骨折の発生率の上昇により、世界的に注

目されている疾患のひとつである。骨粗盤症を予防する戦略として若年期の最大骨量の

増加があげられ、最大骨量を高めるには、運動が有効と考えられている。一般的に成人

の骨密度の評価には二重エネルギーX線吸収法 (DXA法）が使用されるが、小児では定

量的超音波 (QUS)法が有用と考えられている。 QUS法の骨評価のパラメーターには、

広域超音波減衰率 (BUA)と超音波速度 (VOS)の2つがあり、 QUSパラメーターは、

骨密度以外に骨質を評価できる可能性が論じられている。運動能力と小児の骨量の関係

に対する報告は少なく、これらを解明することは最大骨量の増加により骨粗慇症を防止

する上で重要な課題と考える。本研究の目的は、学童における運動能力と QUSパラメー

ターの関係を明らかにすることである。
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2.研究内容

対象は沖縄県内の小学生693人で、男児343人、女児350人であった。 QUS法による骨量

の評価はMcCUE社製、 CUBAClinical™ Paediatric Researchを用い、右踵を測定した。身
．．体学的因子として身長、体重、足長、踵の幅を測定した。また文部省基準新体カテストの総合

得点をfitnessscoreとして使用し、運動能力の指標とした。身体学的因子やfitnessscoreと

QUSパラメーターとの相関分析、線形回帰分析、および QUSパラメーターを従属変数とし

た重回帰分析を行い、運動能力との関係を男女別に検討した。

その結果、 QUSパラメーターは、女児のVOSと踵の幅を除き、男女で年齢、身体学的因子

である身長、体重、足長、踵の幅、および fitnessscoreと相関関係を認めた。男児における

BUA、VOSとfitnessscoreとの相関係数はそれぞれ 0.588と0.430で、女児では 0.575と

0.261であった。重回帰モデルにおいて、 BUAを従属因子とした場合の重要な予測因子は男

児ではfitnessscore、体重、踵の幅、身長で、女児では体重、足長、 fitnessscoreであった。

決定係数はそれぞれ0.589と0.557であった。 fitness scoreは男女とも BUAの予測因子で

あり、標準化係数は男子0.290、女子0.111であった。 VOSを従属因子とした場合の重要な予
測因子は男子ではfitnessscore、踵の幅、身長で、女子では踵の幅、 fitnessscore、体重、足

長であった。 決定係数はそれぞれ 0.222と0.126であった。 fitnessscoreは男女とも VOS

の予測因子であり標準化係数は男子0.222、女子0.201であった。

以上より、運動能力の指標としてのfitnessscoreとQUSパラメーターの関係が明らかにな

った。さらに QUSパラメーターは骨密度と骨質を評価していることから、運動能力の向上は

小児の骨密度の増加と骨質の改善に働く可能性が示唆された。

3.研究成果の意義と学術的水準

本研究は、学童における定期的な活動による運動能力の向上が踵骨QUSパラメーターに

正の効果を及ぼすことを明らかにした。若年期の骨に対する運動効果の解明は、将来の骨粗螺

症の予防に重要である。従って、本研究は骨粗髪症の予防医学における重要な研究であり、そ

の学術的意義は高いと考えられる。
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以上により、本論文は学位授与に十分に値すると判断した。

備 考 1 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横書きとすること。

2 要旨は800字～1200字以内にまとめること。

3 ＊印は記入しないこと。


